
No. 223-①
テストノートに 第２学年 英語科 前期中間考査

貼って提出する テストノート問題分析用紙

《問題分析》 例にならって、以下の各問いについて正解を入れてから問題分析をしなさい。

＜例＞ 13-① It will be sunny tomorrow.（天気予報では）明日は晴れるでしょう。
［解説］

この問題は、空所に入る語（句）を判断できるかどうかを問う問題である（以下同様）。

まず、日本語の意味に「～でしょう」とあるので、未来ことを表す文だと想像できる。

空所は主語の it と形容詞の sunny の間なので、そこには be 動詞を入れることになる
が、未来を表す助動詞 willを入れると原形になるので、答えは will beである。

13-② I English at ten last night. 昨晩10時は英語を勉強していました。
［解説］

13-③ Kumi and I classmates last year.久美と私は昨年ｸﾗｽﾒｰﾄでした。
［解説］

13-④ We some fish in the river. 川で魚を何匹かつかまえました。

［解説］

13-⑤ Ken tennis after school. 健は放課後テニスをする予定です。

［解説］



＜例＞14-① Kumi reads a book every day. （下線部を yesterday に変えて）
→ Kumi read a book yesterday.

［解説］

この問題は、重要な文法事項がわかっているかを確認する問題である（以下同様）。

元の文は every dayがあることから、現在の習慣を表すものである。その every dayを
yesterday に替えるということは、「昨日～した」という過去形の文に書き換えるとい
うことである。そこで、不規則動詞 read の過去形の read を使う。過去形では主語が
Emmaという三人称単数であっても影響を受けないので、そのまま readとする。

14-② I buy a book every week. （下線部を next Sundayに変えて）
→

［解説］

14-③ Emma drew a picture last night.（下線部を when her mother came homeに）
→

［解説］

14-④ Ken was in the library after lunch. （下線部がわからないときの疑問文に）

→

［解説］

14-⑤ You were playing tennis at that time.（下線部がわからないときの疑問文に）
→

［解説］



No. 223-②
＜例＞15-① 私たち筑波（大附属中）の生徒は自分の学校が大好きです。

（the, very, of, students, Tsukuba, we）love our school.
We, the students of Tsukuba, love our school.
［解説］

この問題は、与えられた語を意味のとおりに並べ替えて英文を完成されられるかを問

うものである（以下同様）。主語の「私たち」は we、「筑波の生徒」は the students of
Tsukubaである。これを「並列」で書くときは、we, the students of Tsukuba,とカ
ンマを２つ入れて区切るようにする。

15-② 私たちは他の人々と協調して生きています。

（people, in, we, are, with, live, other, balance）.

［解説］

15-③ その踊りの中の動きには意味があるのです。

（meanings, dance, in, actions, have, the, the, what）.

［解説］

15-④ 私は私たちが未来においても幸せであることを願っています。

（that, in, we, I, be, future, too, happy, hope, us, the, will）.

［解説］

15-⑤ 私があなたを体育館で見たとき、あなたはバスケットボールをやっていました。

（I, looked, you, you, gym, playing, in, saw, were, when, basketball, the）.

［解説］



＜例＞16-① 「あなたは春休みに何をしましたか？」と尋ねたいとき。

What did you do during the spring vacation?
［解説］

この問題は、日本語の意味を表す適切な英文を完成させられるかどうかを問う問題で

ある（以下同様）。「しましたか？」から過去の疑問文であることがわかる。「する」は do
であり、その一般動詞の文を疑問文にするのは助動詞 did、そして「何を」を尋ねる疑
問詞として whatを文頭に置く。「春休みに」は「春休み中に」であるので、前置詞 during
を the spring vacationの前に持って行く。

16-② 「護国寺駅にはどうやって行ったらいいですか？」と尋ねたいとき。

［解説］

16-③ 「（雲行きからすると）すぐに雨が降りそうだと私は思う。」と伝えたいとき。

［解説］

16-④ 「あなたは彼が正しいと信じているのか？」と尋ねたいとき。[right]

［解説］

16-⑤ 「もし明日雨が降ったら、私は映画に行きます。」と伝えたいとき。

［解説］


